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　fo　＝・　468　kc，精域幅4kc，減蓑域において少くとも35db

の減蓑を有する濾波器を，C，1　・＝　5．4　Of，　p＝＝287の共撮

子を用いて作るごとにする．　　’　　　　　　　　　　一’

　d　・4／468だから第3圖より　か＝760を得る．t從iつて

Cltは（4）式により14．2　Pfとなる．第4圖よりα＝35母b

にi購しCICli；27を得る．よつてC　＝38・7　Ofとなる・

・また（fr－一！b）／fo＝1．8％だカ｝らfr　＝　476．4　kc，從つて

L＝290　ptHとなる．さらにk　＝3．6％となる．一方（2）

式からR≒95kΩカ：得られる．實測した結県は第7圖の　、

如くでだいたい所翼の特性を實現している．
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　　　　　　　　　　引抜き加工中の歪

　　　　　　　　　　の解析
　　　　　’　　　　　　　　　　鈴木　弘・吉川英夫（機械）

　塑性歪の解析方法としては，Siebel－Hifhneの方法

湊最もすぐれていて，引抜き加工にこれを適用すれば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●任意瓢における歪の四要素，すなわち軸方向歪！nZ，

牛径方向歪1nβ，切線方向歪1町および附加的勇漸歪

tanδをすぺて求めることができる．しかし精密な實験

が必要な上に，計算が繁雑なため，引抜條件を異にす

る多敷の試験片にっいてこの方法を適用して，歪分布℃

と引抜條件との關係を求めた研究がなかつた．

　筆者等は，下表の5種の條件の銅の引祓試瞼片にζ

の方法を適用して，引抜中の歪の分布と引抜條件との

關係について，新しい事實を幾つか見出した．
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たとえば愛形域の範園については，第1圖に示すよ
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うに，噺面積減少率を檜すと愛形域はダイスの前後に

延びる，殊に表暦部の攣形がダイスを出て以後纒績す

る傾向は甚しくなつて，ダイスの出ロで攣形が完了す

るとした從來の一一peの考え方は再検討を要することと

なつた．

　また從來は，攣形中どの位置においてもlrβ＝lnγの

關係が成立すると考えられていたが，この關係は中心

軸上以外では成立しないことを實瞼と解析との爾面か

ら確かめた．（第2圖）しかし噺面積減少率が小さけれ

ば，その差異は減少する．

　多段蓮績引抜　n　　　　　　　　　e　　　破
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　selt

爾事實からも好　　　tO～o　lo　ua　m20〃ua

ましい方法であ　　　　　　髄撫少碗一　　　’

るといえる．し　　，　　　第2圖

かし蓮張力を適用すれば，上記雨現象にもとずく不都

合は輕減される．

　次に附加的勢臨歪の最大値と線歪との關係は，第3

圖のようになb，全引抜抵抗中で附加的勢臨歪抵抗の

　　　　　　　　　　　　　　　　　占める割合は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　噺面積減少率と
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　S逆張力の爾者を
タヨへ

。ざ檜すことにより

2濃低下する事實が

a～ 明らかとなった

この結果，引抜

力式における附

加的勢臨歪の補

正項として一般に認められている　K6rber・Eichinger

項が，現在の形のままでは不充分であつて，逆張力と

蜥面積減少寧の爾者の影響を導入する必要のあるこ志
を示めすもめとv・える．（1950．4、1）’　　　　　　　ン
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